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FigurelO 年齢表情別の配置条件別の平均正答数
＜全体白勺考察＞
本実験の結果、未知顔の再認は3歳から5歳、5歳から9才に向けて量的に増
大し、かつその質は発達的変化を遂げることが明らかにされた。では配置情報、
および表情の要因はどのように顔の再認の発達に影響を及ぼすのだろうか。
配置情報の要因
本実験において3歳児は外部顔(def条件）をより利用したが、9歳以降は
外部顔と同時に内部顔をも有効に利用するようになることが明らかになり、5歳
児はその過渡期と位置づけられた。では内部顔の配置情報の操作は未知顔再認に
どのような影響を及ぼすのであろうか。未知顔再認が困難であるのは、3歳児お
よび5歳児では内部顔の原型配置情報(a)、関係配置情報(b)を1つ保持し
た条件であり、9歳児では関係配置情報を保持したb条件であった。このことか
ら3歳児、5歳児では原型配置と関係配置情報の利用のされ方は同等であるが、
9歳では原型配置は既に学習されて再認に利用されるが、関係配置情報はまだ利
用が難しいということが示唆された。この結果はBaenningerのどの年齢群におい
ても原型配置情報が重視されるとした報告と異なるが、この結果は対象とした被
験者の年齢が違うことによると考えられる。本実験では3，5，9歳児を対象と
したが、Baenningerでは8，11歳、大人が被験者であり全年齢群が9歳近くに
達していたため年齢差が生じなかったと推察される。
本実験では未知顔の再認が難しいとされる3歳児をも被験者とし、かつ内部顔
の配置を操作する困難な課題を施行したが、その結果、未知顔の再認の困難さも
外部特徴情報を手がかりにすることにより克服されることがわかった。この「質
的」変化はなぜ生じるのだろか。Diamond&Carey(1994)によると幼児も顔を部
分的にではなく全体的に把握するという。3歳児では未だ顔に関する学習が浅い
ため、内部顔の配置が操作された複雑な課題で、内部顔のパーツと外部顔を結び
付けようとしてもそれが困難となる。一方9歳児は顔に関する知識が充分に獲得
され、内部顔パーツの原型配置情報が利用できれば、外部顔と結びつけて全体的
に把握できたと考えられる。しかし9歳児でも外部顔のどの顔のパーツとも結び
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つかない関係配置情報ではその利用が難しかったと推察される。
表情の要因
次に表情の要因については、主効果に有意な傾向がみられ、真顔は他の表情よ
り再認が高いことから、配置情報が操作された本実験では真顔の方が表情がある
よりも易しいことがうかがわれた。詳細にみると3歳児では内部配置情報が元の
ままで全体把握の可能な統制条件(c)では、怒り顔が全体的印象を強めて再認
が高かったが、内部配置が操作され全体把握の難しいade条件では、表情をも
つ怒り顔は再認が低かった。5歳児ではab条件の時、笑顔より怒り顔の再認が
高かった。9歳児ではb条件の笑顔で再認の低下がみられ、真顔が高かった。
このことから配置情報が操作された場合は、表情の効果は笑顔、怒り顔で一様
ではなく、またその効果も発達によって異なることが示された。一般に笑顔（幸
福顔）の認識は概略的とされるが、内部顔の操作されないcf条件で、5歳児9
歳児には笑顔の効果はみられなかった。3歳児には怒り顔は、未知顔再認には抑
制的に働いた。ところが5歳児にとっては怒り顔は、分析的方略を要するab条
件で、笑顔より再認が高かった。9歳では表情による遂行の差は現われにくかっ
たが、b条件で笑顔による低下がみられたことは、笑顔が分析的方略を行使する
ことを妨害するということであろうか。今後のさらなる検討が残されている。
これらの結果から、従来表情の処理過程と配置情報を処理する過程は異なるモ
ジュールから構成され、表情分析と人物同定の機能の独立性が実証されてきた
（桐田，1993）が、子供における顔の知覚処理過程のモデルについては今後の残
された課題といえる。
顔を記憶することはただ単に平面上の静止した画像の形態的特徴を記憶するの
ではなく、その人の印象も記憶される。その印象を処理する過程が、年齢を重ね
るごとに変化し、また多くの顔に出会い知識を増やすことによって、顔内部の情
報に敏感になっていく。顔は社会生活を送る上で重要な情報源であり、未知顔の
再認に関する早期幼児をも含めた発達的観点に立つ研究が今後も望まれている。
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